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佐賀藩の家格には、代表的なものとして「支藩（三家）」「親類」「親類同

格」などがあります。 

その中でも今回取り扱う「親類同格」は、龍造寺氏の血を引く「武雄鍋島

家」、「多久家」、「諫早家」、「須古鍋島家」の四家を指します。 

 
 

 

 

●『佐賀県近世史料 第８編第１巻』 
佐賀県立図書館／編 佐賀県立図書館 ２００５ 

葉隠関連資料の翻刻が収録された資料の第一巻。佐賀藩士の人名を

収録した『葉隠聞書校補』の内容にて、佐賀藩の家格それぞれの概要と

系図が確認できる。親類同格の概要と系図の収録箇所は以下のとおり。 
 

 武雄鍋島家 多久家 諫早家 須古鍋島家 

概   要 p.１５０-１５１ p.１５６-１５７ p.１６２ p.１６８ 

系   図 p.１５０-１５１ p.１５８-１６１ p.１６３-１６７ p.１６９-１７２ 

 

 

〈武雄鍋島家〉 

武雄鍋島家はもと武雄の領主の家であり、近世初期に佐賀鍋島氏に従

いその名字を得て鍋島氏を称しましたが、それまでは代々後藤氏を称し

ていました。家譜によれば、後藤氏の始祖は名を章
のり

明
あきら

と言い、章明の子

資
すけ

茂
しげ

が初めて肥前国に下り、杵島郡塚崎庄の庄官となっています。塚崎

は武雄の古名です。 

●『武雄市史 上巻』  武雄市史編纂委員会／編 武雄市 １９７２ 

武雄市の地理的環境、原始時代から近世にかけた歴史をまとめた資料。

「中世」から「近世」の項目にかけて、武雄鍋島家の成立の詳細が記述

されている。巻末に「武雄鍋島家（塚崎後藤家）系図」あり。 
 

●『武雄史』  石井 良一／著 石井義彦 １９５６ 

武雄の文化や中世から近代までの歴史をまとめた資料。武雄鍋島家に

ついては、「第七章 武雄領主」の項目にて、武雄鍋島家の成立や領主

それぞれの詳細が記されている。項目ごとに系譜あり。 

 

佐賀藩の親類同格について調べるには 

所蔵図書で調べる 



〈多久家〉 

龍造寺長信
ながのぶ

の嫡男・家久
いえひさ

は、肥前における鍋島氏の支配体制が確固と

なった慶長１３（１６０８）年、鍋島氏にとって主筋に当る龍造寺姓を名乗

ることを遠慮して、地名の多久をとって多久長門守と称しました。以後、

藩政の中で重役などを務めながら、佐賀藩大配分の多久氏として、明

治初めまで１１代続きました。 
 

●『多久市史 第２巻 近世編』 多久市史編さん委員会／編 多久市 ２００２ 

多久市の近世の歴史をまとめた資料。多久家の成立と、その統治の詳

細が記述されている。第二章第四節において、多久領歴代藩主につい

て記述がある。「多久家略系図」あり。 

 

 

●『多久市史 人物編』  多久市史編さん委員会／編 多久市 ２００８ 

『多久市史』の別冊。多久の出身・在住・ゆかりのある人物について掲

載。多久家関連の人物の記載あり。５０音順に掲載されているため、特定

の人物についての調査に向いている。 

 

 

 

〈諫早家〉 

諫早家は鑑兼
かねあき

の子である家
いえ

晴
はる

を祖とします。鑑兼は龍造寺家門
いえかど

の子で

隆信の父（周家）の従兄弟です。家晴は諫早に領地を宛てがわれ、初代

領主となりました。諫早家は元禄１２（１６９９）年親類同格に命じられて

います。 
 

●『諌早市史 第１巻』  諌早市史編纂室／編 諌早市 １９５５ 

原始時代から明治時代にかけた諫早市の歴史をまとめた資料。「第六

篇 近世、政治」の項目にて、諫早家の成立と、その統治の詳細が記述

されている。p.２２６に「諫早家系譜」、p.２２８に「諫早家々譜」の記載あ

り。 

 

 

●『諫早歴史物語』 
諫早史談会／編 諫早史談会三十周年記念刊行委員会 1998 

諫早の歴史を、専門用語にはルビを振るなどして分かりやすくまとめた

資料。諫早家については、第六編と第七編に記述がある。 

 



〈須古鍋島家〉 

須古は杵島郡白石町内の地名です。当初は平井氏が治めていましたが、

龍造寺氏に滅ぼされました。須古領主始祖信
のぶ

周
かね

は、龍造寺周家の第二

子であり、天文元（１５３２）年、佐賀城にて生まれました。寛永３（１６２６）

年茂
しげ

周
ちか

の時代、藩主鍋島勝
かつ

茂
しげ

の命により姓を鍋島と改めています。 
 

●『須古村片影（活字本）』 吉岡 達太郎／著 吉岡政江 ２０００ 

須古村（現在の杵島郡白石町）の近世から戦前までの歴史をまとめた

文語体の資料。主な須古領主の事績が項目ごとに記述されている。 

 

●『佐賀城下探訪会 第２６回』 徴古館／編 徴古館 ２０１５ 

過去に徴古館主催で行われた探訪会の資料。p.３５から須古の項目に

入る。p.５６に詳細に記された「須古鍋島家略系図」、p.５７に須古鍋島

家の概要が簡潔にまとめられている。 

 

 

 

 

 

 

 

●佐賀県立図書館データベース  https://www.sagalibdb.jp 

佐賀県立図書館が所蔵する資料等により制作したさまざまなデータベ

ースを公開しています。「武雄鍋島家」「多久家」「諫早家」「須古鍋島

家」等のキーワードで検索すると、関連する資料の掲載ページが確認で

きます。 

 

 

●レファレンス事例集 
https://www2.tosyo-saga.jp/kentosyo2/reference/search.do?lang=ja/ 

これまでに佐賀県立図書館で実際に受けたレファレンスの事例集です。 

事例キーワード「親類同格」等で検索すると、過去の事例を見ることが

できます。 

 

 

 

 

 

佐賀県立図書館ホームページで調べる 
https://www.tosyo-saga.jp 

 

https://www.tosyo-saga.jp/

